













大阪国際大学短期大学部 古 田  雄 一
１．はじめに
市民性教育 (citizenship education) は、民主主義社会に参画する市民としての知識・技能・
態度等を育む教育であり、多くの国で重要な教育課題となっている。学校では社会系科目のみな
らず、様々な教育活動を通じて取り組まれるものと捉えられる１。さらに近年では、潜在的カリ



































盤となってきた報告書に、『学校の市民的使命 (The Civic Mission of Schools)』 (Carnegie 














づけられているが (Whitehouse et al. 2017)、公民科が高校卒業要件に含まれない州も８州あり



















(Illinois Civic Mission Coalition：以下 ICMC と表記)」が発足した。ICMC は、州全体での高
校の市民性教育推進に向けた『市民性教育ブループリント (Illinois Civic Blueprint)』(2010










は、州の学校リポート・カードに IDS の認定が記載されるようになった。IDS への申請は任意だ
が、2006年の初認定以降、認定校の数は徐々に増え、2019年６月時点で73校に達している。そ
の内訳は高校 70 校、初等中等教育学校 (K-８) ３校で、公立 67 校、私立６校である８。近年は
IDS 認定校の教員や管理職同士のネットワークも構築され、実践者同士の情報・意見交換やアド


















の持続的な市民性教育の事例調査 (Nuxoll 2010) や、シカゴ学区の大規模調査をもとに学校改善
























構成要素 (Elements) 評価指標 (Indicators) の例

























































































































































るため、イリノイ州シカゴ学区の公立校ジョン・ハンコック高校 (John Hancock College Prep High 
School) の事例を分析する。同校は、シカゴ学区では最も早く2013年にIDSの認定を受けた。生








M教諭 男性 2010年着任 (教員歴 18～19年) 社会科 生徒会顧問

































































































継続的に支援する取り組みの意義は、学校認証評価の研究 (浜田 2014 ほか) や参加型評価の研
究 (源 2016ほか) など、評価をめぐる近年の諸研究からも示唆されるところである。同時にIDS
は、アメリカでも既に多くの蓄積がある基礎学力保障を中心に据えた学校評価／学校改善論とは
違い、市民性教育を核とした学校づくりへの視点を提示し、その実現や改善を支援する点で、ユ
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２ 市民性教育の関連分野では、例えば持続可能な開発のための教育 (Education for Sustainable 
Development: ESD) の分野においては、学校がホール・スクール・アプローチ (whole-school 
approach) に取り組むための枠組みが構築されてきた (永田・曽我 2017ほかを参照)。




５ Carnegie Corporation of New York & CIRCLE (2003) p.６.
６ McCormick Foundation (2016) “Your Guide to Becoming a 2016 Illinois Democracy School” 
p.２.
７ Senate Resolution 149.
http://www.ilga.gov/legislation/BillStatus.asp?DocNum=149&GAID=11&DocTypeID=SR&Sessi
onID=84&GA=97 (最終アクセス日: 2020/01/06)





９ Mikva Challenge２名、Facing History and Ourselves２名、Constitutional Rights Foundation 
Chicago１名。いずれも、シカゴ地域を中心に、州内外の市民性教育推進に尽力してきた非営利
組織として全米的に知られる団体である。
１０ “About ICMC” https://www.illinoiscivics.org/resources/about-the-icmc (最終アクセ
ス日: 2019/09/29)
１１ 保護者および地域のパートナーへのサーベイは任意実施。
１２ McCormick Foundation (2016) op.cit. (巻末参考資料)
１３ “Elements of Democracy Schools” 
https://donate.mccormickfoundation.org/democracy-schools/elements (最終アクセス日:









１７ McCormick Foundation (2016) op.cit. p.５.
１８ ICMC作成資料 “2018-2019 Democracy Schools Network Calendar”.
１９ ICMC作成資料 “What Does It Mean to be a Democracy School?” および“Illinois 
Democracy Schools Welcome Kit”より。
２０ ICMC作成資料 “2018-2019 Democracy Schools Network Calendar”をもとに筆者作成。
２１ John Hancock College Prep提供資料 “John Hancock College Prep H.S. Democracy School 
Initiative Application, 2013 School Overview”p.１.
２２ Ibid., pp.１-10.
２３ Ibid., pp.10-11.
２４ John Hancock College Prep提供資料 “John Hancock College Prep H.S. Democracy School 
Initiative Application, 2013 School Overview” p.10.
２５ 便宜的に「生徒会」と訳したが、これはシカゴ学区が市民性教育の柱の一つとして導入した
Student Voice Committeeという任意の生徒が参加する課外活動を指しており (古田 2019bも
参照)、ジョン・ハンコック高校ではこれをStudent Councilと呼んでいる。




２９ “Democracy Schools Recognition Process”
https://donate.mccormickfoundation.org/democracy-schools/recognition-process (最終ア
クセス日: 2019/05/21). なお、イリノイ州全体の学校数は3,888校、高校は677校。
３０ 例えば大都市学区として知られるシカゴ学区からは10校が認定を受けている (シカゴ学区の
高校数は直轄校で93校、チャータースクール等を含めると165校)。ただし近年の認定校につ
いては、本文で後述しているシカゴ学区独自の改革 (2016年度以降に順次本格実施) による波
及効果も考えられるため、IDS単独の効果とは言い切れない。
